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東日本大震災に伴う洋上漂流物に関する現地調査について 

 

プレスリリース 

	
 

	
 

	
 表記の活動について、以下のとおりプレスリリース致しますのでご確認いただければ幸いです。

多くの方々への周知と円滑な活動の実施に向けて、ご理解とご協力をお願い申し上げます。	
 

	
 尚、本調査は、日本の環境省からの支援を受けて、日本の ICC（国際海岸クリーンアップ）ナ

ショナルコーディネーターである一般社団法人 JEAN が実施します。	
 

	
 

	
 

1.	
 現地調査等の目的	
 

	
 〇昨年の米国オレゴン州において構築した日米 NGO 間の連携体制を踏まえ、震災起因漂流物の

大量漂着に備えるため、今年度も引き続き現地における動向について把握する。	
 

	
 〇北米大陸西海岸において毎年 9 月に行われる国際海岸クリーンアップ（ICC）の活動に併せ

て、日本から NGO 関係者の調査団を派遣し、現地調査を行う。	
 

	
 〇今回は、昨年の調査で対応できなかったカナダ・ブリティッシュコロンビア州の海岸地域に

ついて、重点的な現地調査を行う。	
 

〇今後、震災起因漂流物が大量に漂着した場合には、米国及びカナダの NGO 等と調整を行い、

NGO が連携して現地調査を行い、情報を収集し、日本国内の関係者に提供する。	
 

	
 

	
 

2.	
 現地調査等の内容	
 

(1)海岸を視察し、漂着物の様子を確認して、津波起因と思われる漂着物の状況を把握	
 

	
 (2)海岸における2011年までの漂着物の量や種類と2012年以降の量や種類との違いについて、

情報を収集	
 

(3)現地における津波起因漂流物問題に係る NGO、州政府関係者、在カナダ日系団体等の方々

からのヒアリング	
 

(4)NGO 等が連携して、震災起因漂流物の大量漂着に備えて、今後より効率的かつ迅速に取り

組むための方策や改善策についての意見交換	
 

	
 (5)現地 NGO 等との連携・協力の下、海岸漂着物を回収	
 

	
 

	
 

3.	
 現地調査等の行程など	
 

	
 別紙のとおり	
 

	
 

	
 ※現地調査等において同行取材が可能な行程は以下のとおりです（ワシントン州の調査場所は、

先住民コミュニティの許可等が必要なため、末尾の事務局へ問合せ下さい）。	
 

〇現地時間 9 月 25 日午後の Ucluelet 地区における関係者ヒアリング調査	
 

〇現地時間 9 月 26 日の Ucluelet	
 地区における海岸クリーンアップ活動	
 

尚、現地までの移動は、原則各自での確保をお願いします。	
 

 



4.	
 現地協力者の連絡先	
 

	
 本調査の実施に際し、現地において協力いただいている方の連絡先は以下のとおりです。	
 

	
 	
 所属；Ucluelet 地区環境・緊急サービス課マネージャー	
 

	
 	
 氏名；Karla	
 Robison	
 

	
 	
 メールアドレス；Krobison@ucluelet.ca	
 

	
 	
 電話番号；+1-250-266-2254	
 

	
 

	
 

	
 

以上	
 

	
 

	
 

一般社団法人ＪＥＡＮ	
 代表理事	
 	
 金子博	
 

【問合せ先】東京都国分寺市南町 3-4-12-202	
 

電話 042-322-0712	
 	
 	
 http://www.jean.jp	
 

【担当；小島あずさ】	
 



	
 

日本からの現地調査参加メンバー 

名	
 前	
 所	
 属	
 調査場所	
 

佐藤	
 一道	
 NPO 法人	
 パートナーシップオフィス	
 理事	
 カナダ	
 

長山	
 宏哲	
 KIDS	
 NOW	
 JAPAN 代表	
 カナダ	
 

藤枝	
 繁	
 鹿児島大学水産学部教授	
 カナダ＋米国	
 

杉森	
 雄幸	
 NPO 法人	
 OWS	
 会員	
 カナダ	
 

野口	
 淳一郎	
 環境省	
 水・大気環境局水環境課	
 海洋環境室	
 カナダ＋米国	
 

金子	
 博	
 一般社団法人 JEAN	
 代表理事	
 カナダ	
 

小島	
 あずさ	
 一般社団法人	
 JEAN	
 事務局長	
 カナダ＋米国	
 

細山田	
 理摩	
 一般社団法人	
 JEAN	
 事務局（国際活動担当）	
 カナダ＋米国	
 

	
 

	
 

現地調査のスケジュール（9 月 12 日時点） 

	
 
日程	
 行	
 程	
 

9 月 24 日（火）	
 日本・成田 16:00 発	
 AC004 便	
 

→	
 カナダ・バンクーバー08:50 着	
 

15:00-	
 ICC関係者ヒアリング調査及び意見交換（バンクーバー水族館）	
 

バンクーバー泊	
 

	
 	
 25 日（水）	
 移動（バンクーバー	
 →	
 Ucluelet）	
 

15:00-	
 ユクルーレットにおいて関係者ヒアリング調査	
 

	
 Ucluelet 泊	
 

	
 	
 26 日（木）	
 08:00-	
 ユクルーレットにおいて海岸漂着物調査、クリーンアッ

プ活動及び海岸視察	
 

13:30-	
 Pacific	
 Rim 国立公園保護区内の海岸視察	
 他	
 

Ucluelet 泊	
 

	
 	
 27 日（金）	
 08:00-	
 海岸視察、移動（	
 Ucluelet	
 →	
 バンクーバー）	
 

18:00 頃、バンクーバー着	
 

バンクーバー泊	
 

	
 	
 28 日（土）	
 ヒアリング調査又は海岸クリーンアップ活動に参加（調整中）	
 

バンクーバー泊	
 

米国ワシントン州調査メンバー（藤枝、野口、小島、細山田の 4名）

は、ワシントン州へ移動	
 

	
 	
 29 日（日）	
 ＜一部メンバー＞バンクーバー12:10 発 AC003 便	
 で日本へ帰国	
 

→	
 日本・成田 14:20 着（10 月 30 日）	
 

米国ワシントン州調査	
 

シアトルから移動	
 

La	
 Push	
 （コミュニティ）又は	
 Forks 市周辺の海岸調査	
 

	
 	
 30 日（月）	
 米国ワシントン州調査	
 

La	
 Push	
 又は	
 Forks 市周辺の海岸調査	
 

シアトルへ移動	
 

10 月 1 日（火）	
 調査メンバーは日本へ帰国	
 

シアトル→バンクーバー	
 

バンクーバー11:50 発 AC003 便	
 	
 

→	
 日本・成田 14:20 着（10 月 2 日）	
 

別 紙 


